
（１）

（２）

（１）

（２）

（３）

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

（９）

（10）

（11）

（12）

への掲示は禁止とする。コートサイドについては、運営に支障をきたすような縦横の

旗は掲示できない場合があるので、実行委員会の指示に従う。

ものやスクイズボトル、ふた付きのペットボトルまたは水筒を使用し、コップによる

　交代地域において、パソコンやタブレット端末等の技術的器具の使用を認める。

但し、日本ハンドボール協会のガイドラインに拠るものとする。

　体育館のフロアでの給水は、シート上の給水スペースのみとする。ストロー付きの

給水は禁止とする。

　横断幕や応援旗は、競技運営上支障のない範囲で掲示をする。ただし、ゴール後方

び笛にて行う。

　チームタイムアウトの申告回数は、３回とする。

　退場者が出た場合は、オフィシャル席に背番号と再入場時間を掲示する。

　試合の終了時は、選手・監督・役員は握手をする。

　試合終了後の応援席へのあいさつは、自チームのみとする。

認後、サインを行う。

　役員とは別にトレーナーがいるチームは、監督会議で申告する。試合中は、実行委

員会が設置した、ベンチと離れた待機場所にて待機する。あくまで、選手のケガ等へ

の対応のみであり、選手への指示や応援は不可とする。

　時間表示は『加算式』、ハーフタイムは『減算式』で行い、終了の合図はブザー及

　トスは、第１試合のチームは試合開始の３０分前、第２試合以降は前試合のハーフ

タイム時に、各コートのオフィシャル席前でユニホーム決定後に行う。

　トス終了後、監督は「登録証」をTDに渡す。試合前にTDが「登録証」で役員・選手

を確認する。（全国大会と同様）

　試合開始前の公式記録用紙へのサインは、監督またはチーム責任者が記載内容を確

３　試合について

２　監督・役員の服装及び携行品について

１　選手のユニホーム、装具について

　一すること。

めない。

　監督・役員の服装はズボン、襟付きのシャツとする。シャツは、相手チームの選手

と同色でないものとする。

　選手並びに監督・役員は、日本ハンドボール協会「登録証」を持参する。

　監督・役員は実行委員会が準備する「確認証」を常に携帯する。また試合中はチー

ム役員用カードを着用する。 

　金具、プラスティック入りのサポーター（アンクルサポーターは除く）の着用は認

　は認めるが、靴下と同色であること。

※　靴下は、チームで統一した形、色が望ましい。コンプレッションソックスの着用

　チームで統一する。ユニホームと同色でなくてよいが、着用する場合はチームで統

※　アンダーウェアについては、着用したものがユニホームの外へ出るようであれば、
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の際、ユニホームは全色持参する。

　試合で着用するユニホームの色の決定は、第１試合のチームは試合開始の３０分前、

第２試合以降は前試合のハーフタイム時に、各コートのオフィシャル席前で行う。そ

－　ハンドボール　４　－


